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歩こう会のひとコマよげ
令和 7年 5月 13日 (火 )、 今年 1回 目の歩こ―う会は～東啓園へ春を探 しに行こう～
と題して、町民センターから東啓園に向かい、お茶会をしてきた際の 1コマです。

歩こう会は、 5～ 10月 の主に第 2・ 4火曜日に町民センターを9:30に 出発 し、町
内の 3～ 5kmの コースを 2時間かけて歩きます。身近な景色も仲間と歩くと思いが
けない発見や楽しみが見つかる事もある。かも ?

新メンバー募集中です。是非、ご参加下さい。
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令和7年度 ‐社1協事業計画 |.(重点推進項‐日)
ニセコ町社会福祉協議会では、これまでの活動の継承・見直しを行い、新たな福祉課題の対応や更なる

地域福祉活動を推進していくために第6期地域福祉実践計画 (令和3年度～令和7年度)を策定しておりま
す。本計画に基づき家族や地域の人々が共に支え合う地域福祉の実現に向けて取り組んでまいります。

【基本目標】ともに助けあい、支えあい、笑顔が見えるまちづくり

【基本計画】基本目標の具体化を実践するため、次の4項目の事業推進を行う。

①地域の課題を発見・共有し、解決していくための仕組みづくり
②住民一人ひとりの生活課題を受け止め、解決していくための体制づくり
③地域づくりを主体的に担う人づくり
④課題に柔軟に対応し、解決していくための組織づくり

令和 7年度の事業方針として次の3つを推進していきます。
1.計画的な地域福祉活動の展開、地域福祉の基盤・体制づくり、社協の運営・経営の取り組みを進める。
(特に地域福祉活動の展開、地域福祉の基盤・体制づくりにおいて、町の実施する生活支援体制整備事

業を受話し、生活支援コーディネーターを配置、地域住民の関心事項を引き出し、日常生活を取り巻

く様々な地域活動の充実につなげていくことが重要です。)
2.地域づくりを主体的に担う人づくりの発掘・育成を図る。
(地域福祉活動を実践する住民「担い手」やボランティア実践者の発掘・育成に努めます。)
3.生活サポートセンター機能の実践として、権利擁護支援 (成年後見制度・日常生活自立支援事業)の
充実を図る。

(―人暮らし高齢者世帯の拡大や認矢□症高齢者が増カロしており、今後住み慣れた地域で安心して暮らし

ていくためのサポートに取り組みます。)

在宅福祉サービス

鸞配食サービス

勒除雪サービス

鰈紙おむつサービス
ー     ‐

(月 4,000円 まで)

は移送サービス事業

(福祉有償・要支援者対象)

倅日常生活自立支援事業の実施

(道社協と業務契約締結)

屹生活困窮者自立支援活動の

推進・総合相談
・世帯更正資金貸付制度

(ニセコ社協)
・生活福祉資金貸付制度

(道社協)

瀞ニセコ町生活サポー トセンター

(成年後見事業)

財産 。契約・将来 。制度の利

用などに関する相談や利用のお

手伝 tヽをします。

※尚、サービスの利用には審査があります。

○ニセコ町地域生活支えあい環境づくり事業

高齢になつてもいつまでも住み慣れた地域で自分らしく

暮らせるように、介護保険制度などでは提供できない生活

支援の充実を図り、地域で支えあう体制づくりを推進する

ことを目的とした事業です。

ホームヘルプサービス
O軽度生活援助事業 (町委託事業)
②訪P。3介護・介護予防・日常生活支援総合事業
③障害福祉サービス事業

④移送サービス事業

(福祉有償・要介護者対象)

情報の共有
①社協だよりを発行し、広報活動の充実

②ホームページやSNS(instagram)を活用し、社協の取

(社協インスタ)
・・・‐m―・・
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令和7年度 ニセコBI社会福祉協議会社会福祉事業収支予算

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

障がい福祉サービス事業収入

その他の事業収入

その他の収入

500,000
500,000
29,533,000
872,000
18,079,000

6,050,000
400,000
460,000
5,000

社協会費

(社協19,312千円、訪問9,643千円、健康支援578千円)

除雪事業、配食事業、声かけ支援事業、道社協事業、

生活サポートセンター事業、生活支援体制整備事業

介護報酬、利用者負担金

介護給付費

福祉有償事業、成年後見事業

事業活動収入計 56,399,OOO
人件費支出支
1景言抒EI分金事業
助成金支出

負担金支出

事業活動支出計

事業活動資金収支差額

42,820,000
6,345,000
6,635,000
218,000
582,OOO
325,000
56,925,000
-526,000

社協事業、訪問事業、健康支援事業

配食、備品費、保険料、車両費、雑支出

旅費交通費、業務委託費、賃借料、保守料等

歳末たすけあい配分金

紙おむつ助成等

負担金等

前期末支1払1資金1残‐高 15126:000

当1期末支1払1資金1残高 10

■

111■ |‐≧ ト ニ J建 二|‐1:≧i三 二|||七 十 三 ま 峯

今年もニセコ福祉まつりを開催します。おたのしみ抽選会、バザー 、健康相談など企画しています。

子供からお年寄り、健常者、ハンディキャップを持つ方たちと交流を深めましょう。

お問い合わせ

事務局 担当 滝下・
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時  8月 23日 (土)10:30
場 ニセコ町民センター

ニセコ福祉まつり実行委員会

芳賀  844-2234(社会福祉協議会 )

日

会

彗
桑
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あたたがい善意のご寄付ありがとうどざいます
社会福祉事業資金として、次の方々からご寄付をいただきました。

皆様のあたたかい善意に対し心から感謝申し上げます。

11月 28日 1羊蹄団地 山本 定 社会福祉に役立てて下さい

ックなどを有償で提供してい志す。お気軽に社会福祉協議会へお問い合わせ下さい。
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i 社協では、車椅子や行事用テントなどを無料で貸出してい志す。他にも安全杖や、ゴム先、アイスピ

一
５
声

この他、行事用テントの横幕やブ

ルーシートの貸出をしてい志す。

※但し、町外での使用はご遠慮い

ただいております。

行事用テ ン ト

赤い羽根テント      :3.56× 5.34× 3.15
生命保険協会テント(軽量): 2.6× 3.45× 3.0
クイックテント      : 3.0× 4.6× 3.15
※サイズはm(メ ートル)表記で、奥行(D)×幅(W)×高(H)とな
ります。赤い羽根テントは必要に応じて、横幕を貸出します。

詳しく1臨 窓1疇で―お問い合わせ下|さtヽr■1連絡先■8442234■■担当|‐1中村■滝下

《令和6年4月 ～令和7年3月》

寄付月日 住所 寄付者氏名・団体 寄付内容

令和 6年
4月 23日 0渡辺商事 社会福祉に役立てて下さい

6月 3日 本通団地 大栗 敏子 夫が生前お世話になったお礼として

8月 21日 ニセコアサヒビール会 社会福祉に役立てて下さい

8月 31日 ニセコ町赤十字奉仕団 社会福祉に役立てて下さい

11月 18日 札幌市 亀田 麦也 社会福祉に役立てて下さい

_11月 18日 |     |ニ セコ町ダンスサークル       1社 会福祉に役立てて下さい

12月 12日 北海道信用金庫ひまわり財団理事長吉本淳― 社会福祉に役立てて下さい

令和 7年
1月 23日 近藤 本間 州子 夫が生前お世話になつたお礼として

2月 6日 匿名 社会福祉に役立てて下さい

2月 10日 本通 4 日野浦 あき子 夫が生前お世話になつたお礼として

2月 28日 本通 2 青羽 美香 母が生前お世話になつたお礼として
3月 21日 蘭越町 坂本 恵美 父が生前お世話になつたお礼として

3月 25日 近藤 佐野 優子 社会福祉に役立てて下さい

3月 31日 本通 4 小西 孝雄 母が生前お世話になったお礼として

寄付金総額 843,107円

中 4-



社協会‐買にど理解と―ご協力
あ|り|がと―うどざtヽ|ま|し|た

社協会費

|※個人会員 (年=口
  500円 )

●※賛助会員 (年■日 10000円 )

【令和6年度の会費納入状況をお知らせします。】

"内

会等

よ驚権設漑彗魃瘍

通   1 本 通 団 地 里見地区親交会

通   2 有 島 団 地 宮 田 親 交 会   北海道信用金庫ニセコ支店

福井地区親交会 株1志 田 建 設 中央ハスニセコ観光開発鵬

皆様から納入いただいた会員会費は、社協事業推進のための重要

な財源となっております。

本年度も紙おむつサービス事業を中心に充当したいと考えており、

引き続きご支援・ご協力いただきますようお願い申し上げます。

(令和7年 3月末現在 )

町内会等 賛助会員

(医 )ニ セコ医院 腑 高 橋 牧 場

塚 越 産 業

通   4

醤壁堵七冬辟岬ぜ予Z舅
通   6 1株1石 塚 建 設

*今年も9月より社協会費をお願いします。9月末日締め切りとなつてい志す。よろしくお願いします。
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◎ふまね っと教室

ふまねっと教室は、あみを踏まないようにして注意してゆつくり歩

く運動です。

注意、集中、記憶や歩行バランスを改善して転倒予防だけでなく、

脳 トレの効果もあります。

第2、 第4金曜日、10:00よ り町民センターにて開催しています。

◎歩 こう会

ニセコ町内に設定した3～ 5kmの コースを20寺間掛けて歩き志す。
第 2・ 4央曜日 (5月 ～10月 )9:30に 町民センター正面をスター
トします。(毎回コースが違います)

♪日程は都合により変更される場合があります。詳しくは回覧板、ホ

ームベージでご確認下さい。

☆ どなたでも参カロできます !皆様の参カロをお待ちしております !

♪今年のいきいき健康教室
歩こう会合同バス遠足の様子

本

一本

通

一
通

7 さ く ら 団 地

元 町 親 交 会

芙  蓉  会

ポテト共和国町内会

有 中 野 産 業

ニ セ コバ ス開

枷浦野工務店

腑 ニセコ蒸溜所8

本 通 羊 蹄 東山ベンシ∃ン本」 上田商会的後志工場 鶴雅周」荘 杢の抄
し ら か ば 1羊 蹄 1 有 島 の 森 ようてい農協ニセコ支所 帥ルピシアグルマン

曽
士 見 1近 藤 親 交 会 牧 野 工 業 帥 いニセコまち

ホテル甘露の森 腑ニセコロードサービス

連絡先 困 44-2234  担当 滝下
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令和6年度 共同募金実績報告

着岬曜瑚群欄覗議轟に

赤い羽根共同募金 962"743円
(目樗絡頁 800,000円 )

◎令和6年度募金実績額

疇

本   通   1      10,000 4,000

本   通   2       3,000 3,000

本  通  3 5,000 7,500

本  通  4 3,000 10,000

本  通  5 10,000 10,000

本  通  6 3,000 3,000

本  通  7 15,000 18,000

本 通 8 8,500 8,500

本 通 9 7,500

本  通  10 3,000 3,000

本  通  11 5,000 5,000

し ら か ば 10,000  1   10,000
自
田 士 見 8,000 1,600

本 通 団 地 5,000 10,000

有 島 団 地 5,000 5,000

中  央  1 2,000

中  央  2 2,000 2,000

中  央  4 2,000 2,000

中  央  5 3,000 3.000

中  央  7 3,000 3,000

新 有 島 団 地 3,000 3,000

羊 蹄 団 地 5,000 5,000

望 洋 団 地 7,200 7,200

さ く ら 団 地 5,000 5,000

元 町 親 交 会 5,000 5,000

令不□6年度の赤い羽根共同募金運動では、令和5年度に続いて目標額を上回る募金が寄せられました。

皆様からお寄せいただいた募金は、道内の施設や福祉団体へ活動資金として配分されるほか、町内の福

祉団体や夏まつりなどの助成に活用させていただきます。ありがとうございました。

また、歳末たすけあい募金で寄せられた募金は、低所得者、ひとり親世帯への福祉サービスの資金とし

ても活用させていただきます。

今年度も10月 1日 ～12月 31日 の3か月間に赤い羽根共同募金運動、12月 1日 ～31日 の1か月間に歳末た

すけあい募金運動も実施いたします。

また、新たに2025年限定ニセコ町オリジナルアニッキーピンバッジ募金を行う予定です。

皆様のご理解と、ご協力をお願い申し上げます。

ニセコ町共同募金委員会会長  三 橋  範 夫

歳末たすけあい募金 2179900円
(目標額  200,000円 )

(単位 :円 )

疇

有  島  1 1,000 1,000

羊 足帝 1,500 1,800

羊  蹄  1 2,000 2,000

里見地区親交会 5,000 5,000

宮田地区親交会 3,000 5,000

福井地区親交会 5,000 5,000

瑞 穂 親 交 会 3,000 2,000

西
自 9,500 9,500

口比 布 3,500 3,500

桂 600 2,000
ニ セ コ親 交 会 5,000
由 17.000 6.800

=

北  栄  2 5.000 3,000

芙 蓉
△

=
3,250 10,000

ポテ ト共和 国 3,000 5,000

ハ  イ  ツ 1,000

有 島 の 森 3,000

イ固 人 15,000 5,000
1個人募金だヽ計 20171050 2171900
学 校 募 金 23,596

事業所■商店等 493,01010

団体・職域募金 50,000

募■■1金|■1鶯 ↑器:9“
そ  の  他 65,132

合 計 962,743 217,900

幸 暑 串 ⑩響警憩鸞醸軋はだ文や事 彗 書 暑
=幸

〓
楓
蟄
一
≒

一父親我

餞 一



～令和7年度の事業等への助成内訳～

ニセコ町社会福祉協議会 654,000円

瑕高齢者支援事業・総含福祉事業

30,000円

50,000円

122,000円

歳末見舞金事業

おせちの配食事業

=■
■ 幸 ■■鰤賤隆晰鰺爾虫鍮■ 榊 ‖

“

地域歳末使途助成金

200,000円

17,900円

地域使途助成金

凩高齢者支援事業

ニセコ町老人クラブ連合会助成

健康づくり活動推進事業

紙おむつサービス事業

鰺障がい者支援事業

ニセコ町身体障害者福祉協会助成

は児童・青少年支援事業

児童 0生徒スポーツ大会助成

辣福祉活動事業

ボランティア活動助成事業

小地域活動推進事業

広報活動事業 (社協だより発行)

令和 6年度も配食サービス

をご利用の方ヘ ドッグテイ

ル (元町)さんのご協力で
おせち弁当の配布を行いま

したЭ

40,000円

60,000円

30,000円

80,000円

242,000円

北海道共同募金会の事

業用車両購入助成によ

り令IE16年 8月 ニセコ社

協に車両が納入されま

した。

北海道共同募金会から

ニセコ町共同募金委員会への助成金

8719900円

ニセコ町社会福祉協議会 217ョ900円

ニセコJl学蔽 児童会 近藤Jl学校 児童会 ニセコ中学校 生徒会

あたたがいご支援をお願いします。

X瞼囃卜 聾中巡聾辟鴨聾鰤滲了響鱚
赤い羽根共同募金に集訣つた寄付金は、道内のいろいろな民間福祉施設や社会福祉協議会などの福祉
団体の活動に役立てられています。
ニセコ町では、ニセコ福祉志つりを始め、ニセコでの福祉活動に生かされています。

誰もが安心して豊かに暮らせる地域をつくるため、共同募金に皆様のあたたかい志ごころをお寄せ下
さい。

詳しくは、北海道共同募金会 ホームページ www.akaihane― hokkaido.jp
今年もようてい山麓 6カ町村コラボピンバッジ募金を行います。新しいバッジは8月登場 !|

り年も「赤ι`コ]艘共同募霊」に

燒雖彦彬趾
※左から、 Y(喜茂別)、 O(倶知安)、
U(留寿都)、 T(真狩)、 E(京極)、
I(ニセコ)となります。

了
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令和6織 |■
=セ
コ1町檀箋獨祉協議会会務及び事業報告

令禾□7年 5月 29日 に評議員会において決議された令禾□6年度社会福祉法人三セコ町社会福祉協議会各種事業及び決算につい
て、次のとおり報告致します。

監査員による定例監査の実施
令和6年 5月 7日、8月 6日、11月 6日、令和7年 2月 4日 に監査を実施。

社会福祉法人及び訪問介護・障害福祉サ…ビス事業実地指導に係る指導監査
令不□6年度の指導監査は行われませんでした。

広報「ニセコ社協だより』発行
ニセコ町住民へ広報誌「社協だより」(R6.8.1)、 広報「社協だより新年号」(R7.2.1)を配布。
「広報ニセコ」の―部に年2回 (R6.4.1、 12.1)い きいき社協だよりを掲載。

理事会・ 評議員会の開催
社会福祉協議会の事業の適正な運営を推進するため、理事会2回、評議員会2回開催。

各種福祉事業の実施
◆ Jヽ地域活動推進事業
各地区夏祭り (七夕のタベの他)開催費助成 (事業費 80,000FE)

◆ 健康支援事業

高齢者及び障害者の介護予防を目的とした健康支援事業に助成しました。(事業費 50,000円 )

◆ 児童、生徒スポーツ大会 推進事業
児童、生徒スポーツ大会 開催に助成しました。(事業費 60,000円 )

◆ 福祉団体への協力

老人クラブ連合会 (事業費 30,000円 )や身体障害者福祉協会 (事業費 40,000円 )、 ボランティア活動への助成
(事業費 30,000円 )、 生活の家 (事業費 30,000円 )

◆ 在宅福祉サービス事業

〇 紙おむつサービス事業 (社協事業)
利用希望者に付き額4,000円までお紙おむつ代を助成。令和6年度の利用者は49名。

○ 給食サービス事業 (受話事業)
令不□6年度の給食は、毎週2回の給食で年間3,588食を配食。この事業は町内の業者さんのご協力で行われております。
(総事業費 3,885,100円 )

○ 声かけ支援事業 (受話事業)
令和6年度末の利用は427件。1,2週間に1度社協職員がご自宅に訪問します。(事業費 227,700円 )

○ 高齢者世帯除雪サービス事業 (受託事業)

令和6年度のサービス利用者は12名、利用8寺間は約21時間。(事業費 187,210円 )

◆ 老人福祉対策事業

者人クラブ連合会スロットボール大会やパークゴルフ大会の開催。

◆ 身体障がい者福祉対策事業
令禾□6年度は5名の歩行不自由な方へ安全杖やゴム先、アイスピック等助成給付。

◆ 歳末援護事業

令和6年度はひとり親世帯、独居老人低所得者世帯 (32世帯)を対象とした歳末見舞金の支給、給食サービス利用者
(36名 )に歳末特別給食として「おせち料理」を配食 (事業費 214,000円 )

◆ 生活福祉資金の貸付業務

◆ 共同募金会事業の協力

各事業所、商店街の戸別訪問募金活動への協力。

◆ ホームヘルプサービス事業
○ 介護予防利用者は、月平均約4名。年間利用時間は約181時間。
○ 生活・身体介護の利用回数は、月平均84回。年間利用回数は1,216時 間。
○ 障害福祉サービスの利用者は3名。年間利用時間は約960寺間。

○ 移送サービス (福祉有償運送)の利用回数は年間554回。

◆ 生活サポートセンター事業

○ 成年後見受任 (後見2件、保佐 1件、後見終了 1件 )
○ 相談支援 (高齢者68件、障害者30件、その他5件 )

‐‐議‐‐‐



人件費支出
事業費支出
事務費支出
共同募金配分金事業費
その他の事業費
助成金支出
負担金支出
経常支出計

等補助金収入

34,913,000
5,271,000
4,880,000
480,000
140,000
376,000
375,000
6.435

2,070,000
2

34,882,461
4,485,923
3,571,226
454,900
102,547
183,778
234,500

2,070,000

‖‖‖

(単位 :円 )

30,539
785,077
1,308,774
25,100
37,453
192,222
140,500

義 言
・・
Im燿聰鶉財軋鶉■ 籠 ■

令和6年度 ニセコ田T社会福祉協議会資金収支決算書
令和7年 3月 31日 現在

経

常

活

動

よ |

る

収

施
設
整
備
等
に

よ
る
収
支

会費収入
寄付金収入

収 1経常経費補助金収入
受話金収入
介護保険事業収入
その他の事業収入

入1蜃最蝙警基彗基最黄
事業収入

500,000
500,000
27,002,000
9,808,000
5,860,000
360,000
300,000

5.000

478,000
843,107
26,379,446
8,548,964
6,973,266
575,000
502,450
13,103
37,891

22,000
-343,107
622,554
1,259,036
-1,113,266
-215,000
-202,450
-13,103

「
32,891

固定資産取得支出 3,262,000        3,403,470 -141,470

サービス区分間繰入金収入
100,000
733,000

70,000
733,000

長期貸付金支出
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出

100,000
733,000

令和6年度 ニセコ町社会福祉協議会貸僣対照表
令和7年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

資産の署『 負債の部

詈量磐ξ
‐
・
‐ ‐
・
‐
「
‐ ■

ら:'争88::
小□現金               8,533
事業未収金                  3,547,693

動負債
~

事業未払金
職員預り金
債の部合計

1:9917:81914

1,834,630
163,264
110Q171R04

1固1定資産 14_440.486 純艶 の書

基本財産■
定期預金

1,000,000
1000000

基本金 |‐■
基本金

1:01001000
1.000.000

そ|の鸞 |の1鐵足資震■■●■■■■
車両運搬具
器具及び備品
ソフトウェア
長期貸付金
愛情銀行運営委員会積立預金

13:4140:4861
4,046,843
612,743
185,900
95,000
8,500,000

国庫1補助均等特獄種1議会,
日庫補助詢等特口|1稽市令

■19162,1661:
10621∩ ヘ

そ|の他の積1立金|■■■|■■
愛情銀行運営委員会積立金
世帯更生積立金

1110,109:9481
8,500,000
1.609.948

次期繰越活動収支差額■|●|
(うち当期活動収支差額)

128:992,617■
_R336ワ 馬

資産|の都合計 1421061417814

資産の部合計 44.062.678 J信及 び紬晉産の音3合 44_062678

・‐・ 9,「・・
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臓年後見制度をご存知ですが―P
熙成年後見相談支援事業とは

高齢者や障がいのある方が、住みなれた地域で自分らしく暮らすことができるように、成年後見制度に
ついての相談や利用のお手伝いし志す。

平成30年 4月よりニセコ町生活サポートセンターとして開始した、ニセコ町の委託事業です。

鯰禾J用できる方 ニセコ町にお住まいの方 (ご相談は無料です)

熙ニセコ町生活サポー トセンターのしこと
0本目談 1判断能力に不安がある方の生活や財産管理に関する困りごとへの相談に応じます。
2成年後見制度の利用が必要であるかを検討し、今後の方向性について―緒に考えてゆきます。

こ相談の内容によって必要な関係機関と連携、こ相談者が安心して生活できるよう支援します。

・手続き支援…「成年後見制度」の利用が必要な方や、そのご家族、関係機関の皆様が、制度の利用をしや

すくなるよう、専門機関等と連携を図りつつ、解決に向け支援し意す。

・すでに後見人となられている親族の方の適みや相談をお受けし、後見活動を支援します。

・法人後見の受任…成年後見人等 (補助・保佐・後見)は一般的に親族等から選は
｀
れますが、親族や専門

職等、他に適切な支援が得られない場合、ニセコB」社会福祉協議会が法人として「成

年後見人」をお受けします。

・成年後見活動支援…セミナーや講演会等を開催し、「成年後見制度」への理解と利用の促進を図ります。

■|■■■|お商tヽ合わ|■||■14411234■
=セ
|=1面生活,未|■ セヽシケ■1疸|ヨ■■村||■||||

畢生活支援員が皆さんの暮らしをお手伝いします。

道社協と業務契約の締結をし、ニセコ社協の事業となつています。相談は無料ですのでお気軽にご相談
ください。

讐利用できる方
・日常生活自立支援事業の援助内容を理解できる方
・高齢者や障がいにより日常生活の判断に不安があり、なおかつ在宅で生活している方
・福祉サービスの利用手続に不安な方、生活費の管理が一人では難しいと思う方。

中サービス内容        彗‐利用するには

①福祉サービス利用援助      社会福祉協議会にご相談ください。ご家族、ご親戚など、ご本人
②日常生活金銭管理サービス   以外の方からの相談でも結構です。
③書類等の預かリサービス     「自立支援専門員」が訪問し詳しいお話をさせていただきます。

■利用料金
01回 1時 P03程度の利用で :利用料金1,200円

(生活保護を受けている方は、公費で補助されるので無料です。)
・通帳・書類等預かりで金融機関の貸金庫を利用する場合 :貸金庫利用料金の実費

|■ |||■|||1門■合わ―■|‐■||141′|||||||||=1年■
=|1事

|||1阜 |‐|11111■|■ |
‐・  罐罐 ‐‐・
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地域をより自く、より暮らしやすくするために

住民が主役の新しい事業がL4まりましたI
ニセコ町地域生活支えあい環境づくり事業とは (生活支援体制整備事業)
高齢になつてもいつまでも住み慣れた地域で自分らしく暮らせるように、介護保険市」度などでは提供できない

生活支援の充実を図り、地域で支えあう体制づくりを推進することを目的とした事業です。公的な福祉サービ
ス、民間企業のサービス、地域の支えあいで行われる互助など、様々な実施主体が連携・協力する地域づくり

を目指しています。

生活支援コーディネーターとは
上記事業を進める上で、地域づくりの推進・支援を担うのが生活支援コーディネーター (別名 :地域支えあい

推進員)です。まずは地域のことを矢□り、今ある強み (資源)を活かしながら、課題を検討したり人と人とを
つなぐ役害」を担います。今年度中に設置予定の協議体 (地域住民や関係機関・団体等によって構成される話し

合いの場)と情報を共有しながら進めていきます。

人や情報、サービスや資源などを

適切につなぎ、地域の困り事の

人や取り組み、矢□恵や工夫など

地域にある宝物 (資源)を
見つけ出します。

困り事を抱えている人がいな

いか情報収集を行います。

解決を目指します。
■●‖‖中冊絆岬岬岬‖#特卜 |■■|■
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地域で行われている活動の様子

や活動に関わつている人の想い

を様々な形で発信しま
ム .亀

「地域にこんなことがあったら 趙馘勒蛯
話し合いの場 (協議体)を
作つて矢□恵を出し合います。

11書嘗≡詈111111=董■責干||III:11嘩

○担当職員自己紹介○
4月 よりニセコ町社会福祉協議会で生活支援コーディネーターとして勤務してお

ります、遠藤涼子と申します。新規事業に携わることになり、大変身の引き締訣

る思いです。
ニセコ町には25年以上住んでおり、子育てでは地域の皆さんに大変お世話にな

り意した。ニセコF」Jに少しでも恩返しできるようがんばりたいと思います。よろ

しくお願いし志す。
生活支援コーディネーター 遠藤 涼子

1年 FBOの活動内容や事業をお伝えするニセコ社協だよりは今年で50号を迎えることになりました。

これも
=セ
コB」の会員の皆様のご理解・ご協力|ご賛同の賜物です。引続きよろしくお願いします。

今年の福祉まつりは3月23日 (土 )ですo皆さんのお越しをお待ちしています (滝)

一鯰ざ

幸

嗜繊‐一


